
平成３０年度予定事業　（市以外） （資料２－２）

29年度

事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

57 1-1-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

歴史や伝
統文化を
学ぶ機会
の充実

都市政策課（荒井
ふるさと再発見し
隊、タウントレイル
伊保）

歴史学習会
荒井8回
伊保1回

― 歴史学習会

荒井、伊保で地元学
習会を設立し、タウン
ウォッチング、学習会
等を行う。

地元の歴史学習
会の支援に努め
る。

荒井8回
伊保1回

継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

継続
(見直し)

58 1-1-2

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

伝統文化
の体験学
習

文化スポーツ課
（高砂観月能子ども
仕舞実行委員会）

子ども仕舞教室 1回 ― 子ども仕舞教室
子ども対象に仕舞教
室を実施し、高砂観
月能で披露する。

（文化スポーツ課）
募集記事を広報に
掲載することによ
り、活動を支援す
る。
伝統文化である能
楽に親しみ、ふる
さとを愛する心を
育む。

1回 継続 継続 継続

59 1-2-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

研究家・
専門家の
活用

歴史ガイドクラブによ
るまち歩き

随時 ―
歴史ガイドクラブによ
るまち歩き

歴史ガイドクラブにま
ち歩きの案内を依頼
する。

歴史ガイドクラブ
に依頼することに
より、市内の遺跡
等の周知に努め
る。

随時 継続 継続 継続

60 1-2-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

研究家・
専門家の
活用

生涯学習課
（図書館）

読み聞かせボランティ
ア

登録ボラ
ンティアに
よる読み
聞かせ活
動、勉強
会の実施
（各月2
回）

―
読み聞かせボランティ
ア

読み聞かせボラン
ティアの募集、登録を
行い、子どもたちを対
象とした読み聞かせ
などの活動を実施す
る。

子どもたちに本の
楽しさを伝え、読
書活動を推進する
ため、読み聞かせ
ボランティアを募
集し、その活用を
図る。

登録ボラ
ンティアに
よる読み
聞かせ活
動、勉強
会の実施
（各月2
回）

継続 継続 継続

61 1-2-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

研究家・
専門家の
活用

文化スポーツ課（東
播磨文化団体連合
会）

文芸誌「東はりま文化
子午線」の発行

年１回 ―
文芸誌「東はりま文化
子午線」の発行

専門家の知識、経験
を活かし文芸冊子を
発行する。

市民の文芸創作
活動を促すととも
に、優れた作品を
提供し、文芸の普
及と向上を図る

年１回 継続 継続 継続
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62 1-2-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

研究家・
専門家の
活用

未来戦略推進室
若者・青少年支援
担当（高砂市子ども
会育成会連絡協議
会）

子ども会将棋大会 年1回 ― 子ども会将棋大会
小学生を対象に将棋
大会を実施する。

将棋を通して、思
考力、判断力、決
断力の向上を図
る。

年1回 継続 継続 継続

63 1-3-6

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

地域の子
どもが集
まり、活動
できる場
の充実

文化スポーツ課
（国際交流）

子どもインターナショナ
ルデイキャンプ
（播磨町・稲美町との
合同事業）

10名 ―

子どもインターナショナ
ルデイキャンプ
（播磨町・稲美町との
合同事業）

小学生を対象にした
キャンプを実施する。

他地域の子どもや
ALTと共に、キャン
プを通じて英語を
楽しく学ぶ機会を
提供する。

10名 継続 継続 継続

64 1-3-6

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

地域の子
どもが集
まり、活動
できる場
の充実

文化スポーツ課
（スポーツ少年団）

キッズクラブ 月2回 ― キッズクラブ

遊びを通じて基礎体
力を養うとともに、伝
承遊び等を取り入
れ、文化・スポーツ両
面から活動する場を
設ける。

遊びを通じて基礎
体力を養うととも
に、伝承遊び等を
取り入れ、青少年
の育成を図る。

月2回 継続 継続 継続

65 1-3-7

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

鑑賞・体
験機会の
充実

生涯学習課
（図書館）

「えほんのじかん」「お
はなし会」

・えほんの
じかん 月
1回

・おはなし
会 月1回

―
「えほんのじかん」「お
はなし会」

読み聞かせボラン
ティアが、幼児から小
学校低学年の児童を
対象に、絵本や物語
の読み聞かせ、ス
トーリーテリング等を
行う。

子どもたちに本の
楽しさを伝え、子ど
もの想像力を豊か
にし、読書を通し
て心の育成を図
る。

・えほんの
じかん 月
1回

・おはなし
会 月1回

継続
（拡充）

継続
（拡充）

継続
（拡充）

66 1-3-7

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

鑑賞・体
験機会の
充実

未来戦略推進室
若者・青少年支援
担当（高砂市子ども
会育成会連絡協議
会）

子ども会リーダー育成
研修会

年3回 ―
子ども会リーダー育成
研修会

団体行動の中で、さ
まざまな体験活動を
行う。

体験活動を通し
て、他校区の子ど
も会リーダーとの
交流を深める。

年3回 継続 継続 継続

67 1-3-7

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

鑑賞・体
験機会の
充実

未来戦略推進室
若者・青少年支援
担当（各地区青少
年健全育成協議
会）

青少年健全育成事業

異世代交
流を図る
事業を実
施する。

― 青少年健全育成事業
文化活動を通して、
青少年の異世代交
流を行う。

異年齢交流、異世
代交流による地域
活動を推進する。

異世代交
流を図る
事業を実
施する。

継続 継続 継続
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68 2-2-6

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

文化資源
を活用し
たイベント
の実施

文化スポーツ課
（スポーツクラブ21）

ウォーキングマップの
活用

1回 ―
ウォーキングマップの
活用

ウォーキングマップを
活用し、交流ウォー
キングを実施する。

交流ウォーキング
において、ウォー
キングマップを活
用することにより、
歴史的遺産を紹
介する。

1回 継続 継続 継続

69 2-2-8

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

文化資源
をめぐる
まちなか
での自主
的なワー
クショップ
や市民会
議の開催

文化スポーツ課
（謡曲「高砂」普及
委員会）

謡曲「高砂」普及の会
謡曲「高
砂」の普及

― 謡曲「高砂」普及の会

・謡曲「高砂」の普及
について協議する。
・謡曲「高砂」のＣＤ
の制作、販売

謡曲「高砂」に親し
み、市民の「謡」と
して根付かせる礎
を醸成する。

謡曲「高
砂」の普及

継続 継続 継続

70 2-2-8

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

文化資源
をめぐる
まちなか
での自主
的なワー
クショップ
や市民会
議の開催

産業振興課
（アートタウンプロ
ジェクト研究会）

アートタウンプロジェク
ト研究会

月1回開催 ―
アートタウンプロジェク
ト研究会

・空き家、空き店舗を
利用したイベントの情
報交換をする。
・文化財や文化資源
の利活用について協
議する。

空き家、空き店舗
の利用方法やイベ
ントの情報交換を
行い、まちの活性
化につなげる。

月1回開催
継続
(見直

し)
未定 未定

71 3-1-2

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

活動、発
表などの
拡充

主体的な
想像、発
表の場の
展開

文化スポーツ課
（文化連盟加盟団
体）

文化まつり事業 16団体 ― 文化まつり事業
文化連盟加盟団体
が文化まつり事業を
実施する。

それぞれの団体
の活動を発表する
ことにより、文化を
育て、伝承してい
く。

16団体 継続 継続 継続

72 3-1-8

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

活動、発
表などの
拡充

多様な活
動団体が
集まるイ
ベントの
開催

産業振興課
（たかさご万灯祭実
行委員会）

たかさご万灯祭 1回 ― たかさご万灯祭

歴史的景観形成地
区に指定された高砂
町をキャンドル等の
灯りやジャズで演出
し、高砂町の景観をＰ
Ｒする。

高砂町の景観を
PRすることによ
り、まちの活性化
を図る。

1回 継続 継続 継続
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73 3-2-2

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化情報
の収集、
発信

各団体等
のホーム
ページの
運営

文化スポーツ課
（国際交流）

ホームページの開設、
運営

随時 ―
ホームページの開設、
運営

国際交流協会の活
動状況やイベント情
報を掲載する。

国際交流の活動
状況やイベント情
報の周知を図る。

随時 継続 継続 継続

74 3-2-5

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化情報
の収集、
発信

リーフレッ
ト、地図の
作成、発
行

文化スポーツ課
（国際交流）

国際交流通信 年4回 ― 国際交流通信

イベントの報告やお
知らせの冊子を作成
し、協会会員や市内
関係各所に配布す
る。

通信を通じて、国
際交流協会の活
動状況を知っても
らう。

年4回 継続 継続 継続

75 3-2-5

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化情報
の収集、
発信

リーフレッ
ト、地図の
作成、発
行

産業振興課
（観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ）

たかさごの観詰
年１～2回
発行

― たかさごの観詰

各種イベント情報や
店舗情報を掲載し、
市外を中心にＰＲを
する。

高砂市の情報を
市内外に発信する
ことにより高砂市
をＰＲする。

年１～2回
発行

継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

継続
(見直し)

76 3-3-2

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

文化に関
する事業
への補
助、支援

文化スポーツ課
（文化会館）

文化会館、文化保健
センターの優先利用及
び利用料金の減免

16事業 ―

文化会館、文化保健
センターの優先利用及
び利用料金の減免

・文化まつり事業に
ついては、優先利
用、利用料金の減免
をする。
・文化連盟加盟団体
の行う事業は、利用
料金の減免をする。

優先利用、利用料
金の減免により、
文化活動を行う団
体を支援する。

16事業 継続 継続 継続

77 3-3-2

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

文化に関
する事業
への補
助、支援

生涯学習課
（文化遺産活用観
光振興・地域活性
化事業実行委員
会）

文化遺産を活かした
地域活性化事業

― ―
文化遺産を活かした
地域活性化事業

地域の文化遺産を活
用し、地域活性化を
図る市民主体の活動
を支援する。

伝統的な文化遺
産を生かした地域
活性化を図る。
文化庁補助事業

― 未定 未定 未定

78 4-1-1
文化交流
の促進

魅力ある
イベントの
実施

新たな魅
力あるイ
ベントの
開催

文化スポーツ課
（文化会館）

文化会館での各種イ
ベント

― ―
文化会館での各種イ
ベント

さまざまな分野のイ
ベントを実施する。

多様な文化に触
れる機会を提供す
る。

― 継続 継続 継続
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79 4-1-1
文化交流
の促進

魅力ある
イベントの
実施

新たな魅
力あるイ
ベントの
開催

産業振興課(高砂市
フィルムコミッショ
ン）

映画の魅力を伝える
事業

― ―
映画の魅力を伝える
事業

他の事業等とジョイン
トするなど映画の魅
力を伝える事業の検
討・企画・実施

映画を通じて、ノス
タルジックな風景
が残る高砂市の
町並みを紹介し、
誘客に繋げるとと
もに地域の活性化
を図る。

― 未定 未定 未定

80 4-1-2
文化交流
の促進

魅力ある
イベントの
実施

角となるイ
ベント（観
月能・高
砂万灯祭
等）の開
催

産業振興課
（高砂観月能の会）

高砂観月能 1回 ― 高砂観月能
高砂神社能舞台で実
施し、謡曲「高砂」ゆ
かりの地をＰＲする。

高砂観月能開催
を支援する。

1回 継続 継続 継続

81 4-1-2
文化交流
の促進

魅力ある
イベントの
実施

角となるイ
ベント（観
月能・高
砂万灯祭
等）の開
催

産業振興課
（たかさご万灯祭実
行委員会）

たかさご万灯祭
(再掲3-1-8）

1回 ―
たかさご万灯祭
(再掲3-1-8）

歴史的景観形成地
区に指定された高砂
町をキャンドル等の
灯りやジャズで演出
し、高砂町の景観をＰ
Ｒする。

高砂町の景観をＰ
Ｒすることにより、
まちの活性化を図
る。

1回 継続 継続 継続

82 4-2-1
文化交流
の促進

国内外と
の文化交
流

国内、県
内の文化
活動団体
との交流
の促進や
活動の支
援

文化スポーツ課
（高砂市文化連盟・
各実行委員会）

東播磨文化団体連合
会事業

高砂主催
なし

その他
8事業

―
東播磨文化団体連合
会事業

各大会に参加する。

東播磨の各団体と
合同で大会を実施
し、文化交流をす
ることにより、活動
を広げ、深める。

高砂主催
なし

その他
8事業

継続 継続 継続

83 4-2-3
文化交流
の促進

国内外と
の文化交
流

外国との
交流事の
促進

文化スポーツ課
（国際交流）

ラトローブ・デイ～国際
交流バーベキュー～

200人 ―
ラトローブ・デイ～国際
交流バーベキュー～

日本人と在日外国人
との交流バーベ
キューを行う。

バーベキューを通
じて日本人と在日
外国人との交流の
場を提供し、多文
化共生への関心
を高める。

200人 継続 継続 継続

84 4-2-3
文化交流
の促進

国内外と
の文化交
流

外国との
交流事の
促進

文化スポーツ課
（国際交流）

国際交流バス旅行 100人 ― 国際交流バス旅行
日本人と在日外国人
のための1日バス旅
行を実施する。

バス旅行を通し
て、在日外国人と
の交流の場を提
供する。

100人 継続 継続 継続
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事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

番号
施策
番号
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施策

施策の
方向

30年度

30年度

32年度
施策
番号

担当課
（主催）

31年度

85 4-2-3
文化交流
の促進

国内外と
の文化交
流

外国との
交流事の
促進

文化スポーツ課
（国際交流）

国際文化交流会（国際
交流サロン）

毎月1回
のべ120
名

―
国際文化交流会（国際
交流サロン）

外国籍の人と簡単な
英語と日本語で毎回
テーマを決めて会話
する。

外国籍の人と会話
することにより、相
互の文化交流の
機会を設ける。

毎月1回
のべ120
名

継続 継続 継続

86 4-2-4
文化交流
の促進

国内外と
の文化交
流

外国語や
外国文化
を学ぶ教
室、講座
の開催

文化スポーツ課
（国際交流）

日本語教室 毎週2回 ― 日本語教室
在日外国人が日本
語を学ぶ機会を設け
る。

外国籍の人が日
本で生活するため
に必要最低限度
の日本語を習得す
る場を設ける。

毎週2回 継続 継続 継続

87 4-2-4
文化交流
の促進

国内外と
の文化交
流

外国語や
外国文化
を学ぶ教
室、講座
の開催

文化スポーツ課
（国際交流）

語学講座（韓国語・英
会話・中国語）

70名 ―
語学講座（韓国語・英
会話・中国語）

日本人対象の語学
講座

外国語とともに、
外国の文化や歴
史を学ぶ機会を設
ける。

70名 継続 継続 継続

88 4-2-4
文化交流
の促進

国内外と
の文化交
流

外国語や
外国文化
を学ぶ教
室、講座
の開催

文化スポーツ課
（国際交流）

国際文化交流会（国際
交流講演会）

年1回 ―
国際文化交流会（国際
交流講演会）

外国人や外国に詳し
い人等を講師として
招き、講演会等を開
催する。

外国文化について
学ぶ機会を設け
る。

年1回 継続 継続 継続

89 4-2-4
文化交流
の促進

国内外と
の文化交
流

外国語や
外国文化
を学ぶ教
室、講座
の開催

文化スポーツ課
（国際交流）

たかさご万灯祭におい
てラトローブ市の紹介

年1回 ―
たかさご万灯祭におい
てラトローブ市の紹介

たかさご万灯祭にお
いてラトローブ市の紹
介

海外姉妹都市のラ
トローブ市を紹介
する。

年1回 継続 継続 継続

90 5-1-3

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

地域の活
性化活動
への支援

観光マッ
プの作成

産業振興課
（観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ）

観光マップ（ガイドブッ
ク）

― ―
観光マップ（ガイドブッ
ク）

高砂市のＰＲや誘客
を図るため、観光協
会と共にマップやガイ
ドを作成し、駅前観光
案内所ちちり、公共
施設に設置する。ま
た、イベントや会議の
開催時に配付する。

観光マップを作成
し、配布することに
より高砂市のＰＲ
や誘客を図る。

―
継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

継続
(見直し)
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事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標
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番号
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施策の
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担当課
（主催）

31年度

91 5-1-4

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

地域の活
性化活動
への支援

文化を活
かした観
光振興・
地域活性
化事業

産業振興課
（観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ）

夫婦和合・結びのまち
推進事業

夫婦和合
の象徴（ラ
ンドマー
ク）の構築

―
夫婦和合・結びのまち
推進事業

夫婦和合・結びのま
ちとなるプロモーショ
ン事業の企画を検討
する。

夫婦和合の象徴
（ランドマーク）の
構築を図る。

夫婦和合
の象徴（ラ
ンドマー
ク）の構築

継続 継続 継続

92 5-1-4

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

地域の活
性化活動
への支援

文化を活
かした観
光振興・
地域活性
化事業

生涯学習課
（文化遺産活用地
域活性化事業実行
委員会）

文化遺産を活かした
地域活性化事業
(再掲3-3-2)

― ―
文化遺産を活かした
地域活性化事業
(再掲3-3-2)

地域の文化遺産を活
用し、地域活性化を
図る市民主体の活動
を支援する。

伝統的な文化遺
産を生かした地域
活性化を図る。
文化庁補助事業

― 未定 未定 未定

93 5-2-1

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

特産品の
開発、販
売

地域ブラ
ンド商品
の開発、
促進

産業振興課
（観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ）

地域ブランド商品発信
事業

― ―
地域ブランド商品発信
事業

松右衛門帆布及び高
砂染関連商品等を観
光案内所ちちりで販
売し、ブランドイメー
ジを高めていく。

高砂市の物産品
のＰＲを図る。

― 継続 継続 継続

94 5-2-2

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

特産品の
開発、販
売

高砂ブラ
ンド商品
の活用

産業振興課
（観光交流ﾋﾞｭｰﾛｰ）

高砂ブランド商品のＰ
Ｒ

― ―
高砂ブランド商品のＰ
Ｒ

ぼっくりんグッズ、松
右衛門帆布、高砂染
関連商品など高砂ブ
ランド商品を観光案
内所ちちりで販売す
る。

高砂ブランド商品
のＰＲ及び販路開
拓を図る。

― 継続 継続  

95 5-2-3

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

特産品の
開発、販
売

ご当地グ
ルメの発
信

産業振興課
（市内商業者・商工
会議所）

ご当地グルメ発信 ― ― ご当地グルメ発信

高砂市のＰＲや市内
への誘客を図るた
め、各種イベントを通
じて高砂にくてんや
高砂あなごを紹介す
る。

高砂にくてんや高
砂あなご等ご当地
グルメをPRするこ
とにより高砂市の
PRを図る。

― 継続 継続 継続

96 5-2-5

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

特産品の
開発、販
売

商店街の
活性化事
業との連
携

産業振興課
（高砂アートタウン
プロジェクト）

アートタウンプロジェク
ト

随時
活動への
支援

― 廃止 廃止 廃止
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31年度

97 5-3-4

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

地名や風
景の活用

ロケ地資
源を整理
し発信、
活用

産業振興課
（高砂市フィルムコ
ミッション）

ロケ地誘致事業 1件 ― ロケ地誘致事業

映画、ドラマ、CM、そ
の他テレビ番組のロ
ケ地として高砂市へ
の誘致を図る。

ロケ地として誘致
することにより、高
砂市の魅力を全
国に発信し地域・
観光・経済の発展
に繋げる。

1件
継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

継続
(見直し)
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